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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによ

る事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

禁止の行為であることを告げ

るものです。 
 

行為を強制したり指示する内容

を告げるものです。  

その他の警告及び注意を告げ

るものです。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は GIVI 社製の車種専用フィッティングに付属の『モノキーベース専用』になります。『汎用ベース』や『M5M ベース』、『M6M ベース』、

『MM ベース』などのモノロックケース用のベースには取り付けできません。 

・本商品の指定最大積載重量（ケースに収容可能な内容物の MAX 総重量）は『10kg』です。ただし、車種毎のフィッティングによって、最大

積載重量が 10kg 以下の指定になる場合がございます。その場合は、フィッティングの積載重量に従ってください。また当社では操舵性を考慮

して、収納物の総重量は３kg 以下をおすすめします。 

※例…フィッティング A の指定最大積載重量が７kg の場合：（ケース重量＋モノキーベース重量＋内容物）＝『総重量 7kg』までとなります。 

・本商品をつかんで、メインスタンドを掛けたり車両の取り回しはお止めください。破損や変形の原因となります。 

・タンデム時の同乗者が、本商品に寄り掛かったりして荷重をかけないでください。破損や変形、脱落など不具合の原因となります。 

・法定速度を必ず遵守してください。また 100km／h を超えた走行使用は、操舵性の変化により予期せぬ不具合や事故、損傷の原因となります。 

・オフロードなどの悪路では走行しないでください。破損や脱落など予期せぬ不具合や事故の原因となります。 

 

・本商品の装着、および荷物を積載して使用した場合に、車両の重量増加や重心の変化、空気抵抗の増加などにより、ハンドリングやブレーキ性

能が変化する可能性があります。操作に慣れるまでは十分に慣らし運転を行なってください。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用ま

たは車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・商品取り扱い時に商品の端面や商品に突起やバリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があります。取り扱いの際は必ず保護手袋を着

用しケガには十分に注意して作業を行なってください。 

・本商品を開梱の際は構成部品に外観の不具合や異常がないことを必ず確認ください。万一お気づきの点がございましたら、ご使用前にお買い求

め販売店へ速やかにご相談ください。 

・作業は適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗または認証工場にて脱着作業をご依頼ください。作業が適切に行なわれないと、

作業中やご使用中に、車両や商品の損傷や不具合などに繋がる場合があります。 

・本商品にはストップランプが標準装備されておりませんが、モノキーベースによっては接点が組み込まれている場合があります。ストップラン

プが装着されていない場合は、モノキーベースより接点を取り除いてください。取り除かないで使用すると、モノキーベースとケースの嵌合が

得られず、使用中の破損や脱落などの原因となります。 

・ケースの蓋を開ける際は、制御範囲を超えて力を加えないでください。ヒンジ部に無理な力が掛かり、破損などの不具合の原因となります。 

・ケースの蓋を閉める際やロックを行なう際に、荷物が蓋に挟まれていないことを必ず確認してください。 

・ケースの開閉や脱着が困難な場合や動作が重いまたは固いなど違和感を感じる場合は、無理に操作しないでください。各部品や操作手順に間違

いが無いことを最初から見直してください。 

・本商品は防滴性を考慮した設計で、完全防水ではありません。収納物には防水対策を行なってから収納してください。 

・取付作業またはケースの脱着は周囲の安全を確保し、安定した場所で車両を確実に固定したうえで行なってください。 

・取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性があります。 

・ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用し、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示されたトルクで確実

に締め付けてください。 

・取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約 500km 毎に

同様の作業を行なってください。 

 

・商品保証は本商品のみが対象になります。また本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの保証は一切お受けできません。 

・カギを紛失されると、内容物の取り出しやケースをベースステーから取り外すことが出来なくなります。スペアキーをメインキーと一緒に束ね

ておくなどの対策をおすすめします。 
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・本商品および指定同時装着品の構成部品は金属や樹脂を素材としております。経年変化や使用損耗により素材劣化（サビ含む）が生じ、予期せ

ぬ不具合や事故が発生する場合があります。必ず定期的に点検整備を行なってください。特に雨水がたまりやすい箇所や金属溶接部周辺などは

特に念入りに行ない、異常があれば使用を中止して新品に交換してください。 

・夏場など、使用状況や使用環境によりケース内部が高温になる場合がございます。電子機器など熱に弱い物を収納する際は十分に注意してくだ

さい。 

・カギの紛失にご注意ください。防犯上の理由から GIVI 社では、キー単体での複製や販売は行なっておりません。万が一、キーを破損や紛失し

た場合はカギ専門店などで開錠していただき、別売品の補修用キーセット『キー＋キーシリンダー＋スリーブ（金属筒）』へ、すべて交換して

ください。 

・本商品は施錠ができますが、盗難を完全に防止することはできません。車両から離れる際は、貴重品を持ち出したりケースを取り外して持ち歩

くなど自己防衛が必要です。 

・本商品に収納した物の盗難や紛失、脱落、破損、故障に関しましては一切保証致しかねます。 

・走行中の振動音の発生やケースとモノキーベースの間にガタツキがある場合は、ラバーストッパーが摩耗している可能性があります。ラバース

トッパーは消耗品です。定期的に交換することをおすすめします。 

・本商品は素材や製造方法により製品固定差がありキズや歪み、凸凹、仕上げムラ、各部の嵌合具合など程度の差がございます。 

・本商品、または本書でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

商品ラインアップ 

NO パーツ名 品番 容量 重量 高さ×幅×奥行 

1 
V45ND 無塗装黒 

※樹脂製カーボン調パネル／赤リフレクター 
46560 45ℓ 4.1kg H310×W567×D436 

2 
V45NTD 無塗装黒 

※樹脂製カーボン調パネル／スモークリフレクター 
46592 45ℓ 4.1kg H310×W567×D436 

※商品の詳細や最新情報はGIVI専用ホームページ「https://www.givi-jp.com」にて確認してください。 
 

商品内容 

NO パーツ名 サイズ（ｍｍ） 数量 NO パーツ名 サイズ（ｍｍ） 数量 

① トップケース本体 別記 1 ② セキュリティーキー  2 
 

 取扱方法                                           
 

 01．ケースの確認                                           

・図１のイラストは、①トップケース本体の各部品の名称を紹介しております。 
※イラストの BOX は参考用です。実際の商品とは形状が違います。あらかじめご了承ください。 

・ご使用前に必ず、フラップロック解除ボタンとベースロック解除ボタンが正常に動くことを確認してください。 
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 02．トップシェル（上蓋）の開け方                                  
・図 2 を参考に、キーシリンダーへ②セキュリティーキーを奥までしっかりと挿し込みます。 

・②セキュリティーキーを右（３時方向）へ、回してロックを解除します。 

・フラップロック解除ボタンを奥に押し込み、フラップとトップシェル（上蓋）のロックを解除します。 

・フラップとトップシェル（上蓋）のツメに注意しながら、トップシェル（上蓋）を持ち上げて開けます。 
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 03．トップシェル（上蓋）の閉じ方                                   
・トップシェル（上蓋）を閉じます。 
※蓋に荷物が挟まれていないことを必ず確認してください。 

・図 3 を参考に、②セキュリティーキーが３時方向（ロック解除状態）に向いていることを確認し、フラップの上側をトップ

シェル（上蓋）側に押し倒します。この状態で、フラップの下側をボトムシェル側に押し下げてロックします。 
※②セキュリティーキーが 12 時方向（ロック中）に向いている場合は、フラップがロック状態になりません。 

・トップシェル（上蓋）とフラップのツメが、しっかり嵌合していることを確認します。 
※ツメが嵌合していなくても、フラップがロック状態になってしまう場合があります。毎回必ずトップシェル（上蓋）が開かないことを確

認してください。 

・②セキュリティーキーを 12 時方向に回しロックします。 
※②セキュリティーキーが回らない場合やトップシェル（上蓋）が開いてしまう場合、フラップロック解除ボタンが奥に引っ込んでいる場

合は半ロックの疑いがあります。半ロック状態を解除して、再度やり直してください。 
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 04．ケースをモノキーベースへ取り付け                                 
 ◆注意『取り付ける前に、ベースロック解除ボタンが正常に動作することを、必ず確認してください』           

・図 4 を参考に、モノキーベース前側の凸部（２ヶ所）に①トップケース本体の底面前側凹部（２ヶ所）を挿し込みます。 
※ベース凸部とケース凹部は確実に嵌合させてください。どちらか片方が外れた状態、または両方外れた状態で取り付けするとケースの

破損や脱落、事故などの原因となります。 

・モノキーベース後側の凸部（１ヶ所）と①トップケース本体の底部後側凹部（１ヶ所）を挿し込みます。この時、①トップ

ケース本体の上蓋を開けて片手でケース底部を押し付けながら、もう片方の手でモノキーベースを下から持ち上げ気味にし

て確実にロックさせてください。 
※トップシェル（上蓋）を直接押し付けながらモノキーベースに挿し込むとうまくロックしない、または半ロック状態になる場合がありま

す。特に小型車などリアショックが柔らかい車両では症状が起きやすくなります。 

・インロックに注意し、荷物が蓋に挟まれていないことを確認して、ケースを閉じます。 

・ケース本体が確実にベースに固定されていること、蓋が確実に閉まって半ロックでないことを確認し、各部に異常がなけれ

ば②セキュリティーキーを抜き取り、安全に走行使用してください。 
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 05．ケースをモノキーベースから取り外す                                
・図 5 を参考に、②セキュリティーキーを挿し込み、３時方向（ロック解除状態）に回します。 

・①トップケース本体が脱落しないように、しっかり支えます。 

・ベースロック解除ボタンを押して、ケース後方のロックを解除します。 

・①トップケース本体を後方にずらしながら、前側の凹凸部嵌合（２ヶ所）を外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 06．その他                                              
・本商品にガソリンやブレーキフルード、アセトン、シンナーなどの有機溶剤や化学物質を付着させないでください。小キズ

や曇り、表面の変色・変質などの原因となります。万が一付着した場合は直ちに水で洗い流してください。 

・本商品の洗浄や拭き取りする際は研磨剤入り磨き材や目の粗い織布は使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


